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調査研究実績	

の概要○○○	

地域貢献への	

反映を踏まえ	

て記述のこと	

平成２８年度の地域貢献特別研究では、提案型共同研究をベースにする地域企業へのアプ

ローチと、既に地域コンソーシアムとして我々が独自に立ち上げているMoDDネットに参加

あるいは賛同する企業を中心にした活動を産学官連携推進センターと緊密な連絡を取りつ

つ協調をして実施した。以下に平成２７年度に県内企業を対象に実施された主な成果につ

いて述べる。

□ ホテルリゾート下電グループ	 ゆのごう美春閣〔美作市〕

岡山県が９年ぶりのデスティネーションキャンペー

ンの対象自治体となった平成２８年は「晴れの国おか

やまデスティネーションキャンペーン」が行われた。

それを一つの視野に入れた同グループ傘下の「ゆのご

う美春閣」の開業１５周年に向けた新たなブランディ

ングの一環としてロゴマークの刷新に関して締結した

共同研究の結果を公表した〔右図，次頁	上左〕。

	 これは同グループ参加の下電ホテルと我々が数年前

に行った共同研究の成果を考慮した上での同グループからの申し込みであり、継続的な地

域貢献の成果のひとつであり、本共同研究の進行の様子も以下に添える〔次頁	上右〕。	



調査研究実績	

の概要○○○	

地域貢献への	

反映を踏まえ	

て記述のこと	

□ 富士アイ・エム・シー株式会社〔岡山市〕	 右写真

吸音、断熱、緩衝の諸性質を持つ広範囲の工業製品の加工製

造する同社の主力製品であるウレタン製フルーツキャップに高

い衝撃緩衝・保護機能を付加しつつ他社と差別化が可能な洗練

された見栄えを持つラッピング資材の開発に関する意見交換を

行った。	

□ 井原精機を中心とする共同組合井原ものづくり研究部会〔井原市〕

井原精機株式会社など6社が、井原市内企業の活性化をはかる

ととともに井原市の知名度・魅力の向上を目指すために、共

同で設立した「共同組合井原ものづくり研究部会」の開発・

販売事業の第一号である介護用椅子「楽タッチいす」計画に

携わり、機能的、デザイン的、人間工学的な面からの共同研

究に着手している。	

□ その他	下写真

数社の企業訪問を行って、自社開発・共同研究についての意見交換を行った。

平成２８年度において、MoDDチームを中心に行った地域貢献活動もまた全て新たなブラ

ンド展開に関連する新製品の開発に関係するものであり、中小規模に分類される企業の切

実な希求がうかがえ、それらに対して些かの貢献をできたものと考える。またMoDDネット

に関連している企業を対象とした活動も例年と同様のレベルで行った。




